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■ 

.. 

:

'
.
:
;
: 

■ 

'

こ
の
外
、
：
證
券f

謹

と

し

て
i

券
の
卸
寶
或
は
小f

營
む
尤 

し
て
居
る
。
尙
株
式
取W
所
及
び
同
仲
買
人
も
亦
證
券
金
融
機
關
と
し
て
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

i

i

s-

.
I

r
r
l
t
i
i
p
,
:
-
i
L
t

g
 

鐘

卜

 

<
'.
:

.

.

. 

-
;-
t
l

.證
券
發
行
办
ア
ン
ダ
彳
ラ
イ
テ
；

ィ
ン
グ
'の
爲
め
、
或
は
そ0
販
寶
.を
自

的

七

し

：
て
、
，：
：
シ

：

ン
.デ

ダ

彳

ト

を

組

織

す

る

へ

こ

と

を

；'
兹
で
は 

假
り
に
證
券
シ
シ
デ.ケ
.
iア
イ
シ
グ
と
呼
ん
で
置
く
？
そ
..の證
券
シ
シ
ヂ
ケ.
1ア
イ
ン
グ
の
方
法
は
植
久̂
 

次

.
に

述

べ

る 

,處
はK. 
メ
.
.リカ
.に
於
け
る
多
く
の■投
資
金
融
業
者
間
に
現
在
普
爾
に
行
ひ
つ
：、
あ
る
所
で
あ
る
ハ

1
0先
づ
ア
ン
ダ
！
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に

關
す
る
シ
ン
ヂ
ケ
i

ア
ィ
シ
グ
の
方
法
は
、
'資

金

を

：求
め
：
る

法
人
と
そ
：
の

調

達

を

保

證

す

る

投

資

銀

行

家

(

一
名
或
は
數
名)

と
の
間
の

•
，
+ 

•

最
初
0
取
引
(0
如
何
ぱ
據
つ)

て
異
る
0
: 

.

.

.
' -
?■ 

V
,
'

•
;註
>以
下
：の
シ
：シ
ギ
ヶ
ー
テ
ィ
，
ン
グ
の

.說
明
は
0
|
$
|
1
2
—
0

ァ
^

、
南
者
の
：間
の
：最
初
の
取
引
は

(

一)

法
人
が
.新
證
券
を'|
!
5發
證
券
の
所
有#
に
据
供
し
、-;
;そ
の
發
-f
J
の
，ア
ン
ダ1
ラ
イ
テ
ィ
V
グ
.を
個 

人
銀
行
家C

ぼ
る
&
に
求
：め.る
場
合
^
、
0
:ー：

)

證
券
^
全
發
矜
額
を
そ0

ぅ
。
結
局
何
れ
の
：場
合'に
於
て
もそ

：：

の
投
.資
銀
行
家
，

Q
#

能
は(

イ)

法

人

に

對

し

，
五
•定
溯
限
内
に
.：

L

定
價
凇
A
以V

證
券
に
對
す
る

■支
拂
：を
爲
す
こ..と
を
保
證
し
：フ(

ロ
.

)

支
拂
期
日
：に
法
人
に
對
し
て
支#
は
る
可
き
資
金
を
用
意
し
、

：(

C
證
券
が
全
部
寶
却
さ
れ
て、

.

.
:

♦ 

• 

- 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

-

.
:

金
馳
業
者
が
1

そ
め
：證
券
.の
販
廣
：に
關
係
孜
ス
な
っ.た
後
に
表
':>
.'
<
0證
券
务
債
遍
杧
不^
然
な
變
動
;'
0
:生

:'
>
る
事
の
：な
い
：欉
な
方 

法

で

證

券

を

：
配

給

す

る

：
こ

^
杧

為

洛

：
の
：
で

'あ
.る
。
.

.

何
れ
0

璩

合

：に
も
：金

融

業

者

'は
證
券
賣
淺
^

り
危
臉
^

負
檐
山
：、'
#
に

對

：
す

；る

 

I
)

の
場
合
に 

择
ヲ
ム
ミ
へ
ッ
ギ
で
ン
を
受
け
ハ
例
へ
铉
旣
發
證
券
の
辦
有
者

;.
ア
ン
、グ
！.ラ
イ
テ
ィ
ン
.
グ

«
シ
シ
デ
ケ.
1
^
^
 ̂

四一
C

一
 
ご
'a，
九〕



ア
ン
ダI

ラ
イ
テ
イ
ン
グ
ビ
シ
シ
デ
ケ
1

テ
イ
ン
グ 

I 

J 

四
二 

(

三
六
〇〕

 ̂
"

で(
ニ)

S

合

に

は

法

人

か

ら

露

の

寶

取

價

格

叁

衆

.：へ

建

却

慣

管

奚

つ
S

小
I

る
I

勿
論
：でI

マ
I

後

如

く

-

 

に
I

が
I

全

蠢

を

取

得

す
I

の
で
I

い
。
：：

ハ
':
;

'

|

|

合
に
|

、
法

人

老

契
|

と
.

|

こ

鐵

行
|

多
く
|

合

备
 

I

I

は
旣
I

f

で
I

。
：替

各

.

て
、
，そ
0

組

織
0

過
程
を
述
べ.
る
0

 

.

-:
-
4

 

,

:

、

-

 

I

'

 

 ̂̂
 ̂
 

^
 

_

.

此
I

一
シ
シ
：デ
ヶ.

i

l

織
さ
れ
4

 

從
來
盛
にS

れ
て
居
る
？
即
ち
各
方
面
：に
|

纖

主
I

す

る

產

装
^̂̂

を
f

て
f

様
な
場
合
に
、
此
ァ|

!

|

|

契

約

を

結
ぶ
？

！

!

金 

相
5

の
銀
行
家I
'

マ
ネ
ジ
>
 

,

1

つ
て
、
そ
.の
ァ
ン
ダ
丨
テ
ィ
ティ

ン
グ
の
參
加
者
を
求
め
て
シ
ン
デ
ヶ
1

テ
ィ
ン
グ
を

i

. 
i

ン
ヂ
ヶ
丨
ト
で
は.
マ
ネ
ジ
.

ァ
丨
も
、‘
他
の
f

關

係

な

く

為

等

實

際.
の
：販
寶
上5
1

,

ビ：K
I

は
I

I

分
達
.

I

 

或
は
マ
ネ
ジ
ァ 

I

が
取
引
所
に
於
け.
る
同
社
の
株
價
の
支
持S

め
.

る
樣
|

は
：
I

。
'

併
し
そ
れ
は.
シ'
 

ン

ま

丨
ト
の
義
務
.

と
し

て
で
は
な
い
。
皮 

S

自

意

顧

客
I

證
券
を
寶
I

要
求
I

I

I

い
し
.

、i

l

 

.

£

l

i

f 

l
s
i
l
^
i
L
p
p
i
B
i
i
i
i
i
i
i
i
i
p
t
f
y
i
l
-
^
_
^
g
^

 ̂

謹
--
,
i 
一一-
-
-
一-
一
一
一
一

 

.

.
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 ̂

b
o
^
a
T
6
? 

0
^
.
 ̂

 ̂

^

此
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
契
約
は(

一.)

法
人
と
銀
行
家
と..の
間
の
契
約c

こ
の
金
融
業
者
が
自
分
^
爲
め
及
び
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
の
爲
め
に
締 

結
す
る
、

)
(

ニ)

マ
ネ
ジ
ァ
ー
と
參
加
者
と'の
間
の
^
ン
ヂ
ケ
：1
ト
契
約
と
か
ら
'成
る
0

(

一)

法
人
と
0:
.ア
，ン
ダ
彳
'
:ラ
.个
テ
ィ
ン
グ 

此
契
約
の
生
な
る
條
件
は
旣
發
證
券
の
所
宿
者
：

Q

應
慕
憤
格
、
ア
ン
ダ

.

.

.

 

.

.

.

 

一

.

.

.
•
•

 

......... 

■

 

■
•
•
•
•
• 

-
■
-
•

■
. 

-
 

■

■•
.
.
.
 

-

 
...
 

-

 

....

+
•

1
ラ
イ
タ
ー
の
コ
ム
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
金
額
全
部0:
.撕
免
期
日
等
で
あ
る.0
.

,

;

:

:
へ

；

(

ニ)

.ア
ン
:ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
；

ン
デ
ケ
ー
ト
契
約
0
ご
，

.

最
初
の
銀
行
家
が
.
マ
、
不
ジ
ァ
ー
と
な
つ

.て
、
彼
の
勸
誘
に
應
13

た
參
加
者
と
0
間

に

各

自

の

權

利

：雜

務

ゼ

規

定

し

.た
契
約
を
結
ぶ
。

.

. 

. 

.

. 

■

■'
 
:

而
し
て
參
加
盏
達
か
ら
ア
ン
ダ
：丨
ラ
イ
ト
し.た
總
額
以
：上
の
申
込.の
要
求
あ
：る
：場
合
に
は
、
各®
の
：割
宛
額
は
マ
ネ
ジ71

に
ょ
0
て

•

.

.

.

 

.

.

.

 

.

.

.

.

.
 

一-. 
. 

. 

.

.

.

.

.
 

. 

'>.'
, 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

■
減
ぜ
ら
れ
る
0
倚
各
參
加
者
の
權
利
韻.務
等
杧
就
：い
て
迕
後
に
述
べ
：る
で_あ
ら
ぅ
？
而
し
セ.そ
の
#
^
.は
近

來

多

：
く

は

簡

明

.
な

篑

狀

の 

交
換
に
依
づ
て
居
る'が
、
或
は
パ
ン
ー
フ■:
レ
.
4卜
の
：形
式
の
場
合
も
枣
る0
即
ち
.シ
ン
デ
ケ
：丨>
に
參
加
さ
せ
や
ぅ̂

す
.る
.者
，に
次
0
如 

き
杓
容
、'

(

：1
,
:

)

法
^
の
證
券
發
行
に
關
す
る.詳
細
の
規
定
審
頌：2

イ
ン
グ
の
提
_

シ
，； v

デ
ケ
ー
:>
Q
,受
；

b

る
ft

償
、
並
に
を
の
組
織
に
對
し
て
法
人
か
ら
マ
、ネ
ジ
ァ
ー
の
受
け
る
報
酬
'(

四)

總
額
中 

1

定
の
額
以
內
の
參
加
の
勸
誘
、(

五)

：
マ
，：
ネ

ジ

'

か
ら
將
來
報
告
の
.：#
る
ま
で
は
、
參
加
者
は
そ
の
證
券
を
提
供
し
て
は
な
ら
ぬ
#
 

等
を
記
載
し
た
書
面
を
送
つ
て
、：.參
加
希
望
者
か
ら
は
、
.そ
の
副
本
に
署
名
し
.て
返
送
3;

せ
る
。「

:-
:

:-
:

:

3
 

:.ヾ
而
し
て
旣
發
證
券
の
斯
有
者
の
應
募
せ
ざ
''
0
し
部
分
ノ
即
ち
、.
シ'シ
デ
：ケ
1

ト
©

ア
^•

ダ—

一
ラ
イ
テ
イ
シ
グ
念
シ
ン
へ
チ
ケ
^
-

テ
へ
イ
ン
へ
ク.
 

.

四
士)

(

.

三
六
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.
)

.

.
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ィ
ン
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ク

u
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l
更
■

冒

 

f

 

I

I

 

I

I

I

 

1

1

1

^

^

-

0
 

.
0
^
.

つ

f

,の
.I

證
券
の
所
蓮
：へI

管

提

f

逢
際
し

て

の
シ

シ

ヂ

ケi
ア

イ

ン

グI

示
す

れ

ば

、
'

.

に
'

旣

發

m

券

の

W 

省

者

應
«
せ
ち
m
ざ
^
しg

分

j t

w

l

i

A
金

鹖

業

者〔

ァ
ニ
^
丨
ラ
<
子
丨
ノ
^

I
ゲ
1
t：

I
V

*F
ニ
^
丨
ラ 

イ
テ
イ
ン
ク

、、V
A

r

ケ

f;
:

'

J

L

r

'

:「

.
-;
:
'

b
e
r

-trttenberg

丨 op.: 

c
i
r
V 
ふ
«
' の
圆
表
參
拟

應

«

と

7|
( 

や
、
リ
L
部 

分

は
、
、

\

、V 

ウ 
I

に

1&
«/
.
飞

腫

々
4

71 

法
で
鎺
分 

せ

：

T
m
O

I

I

V

.

H
.
, 

ニ'.
.
.'
.

前
述
Q
T -
:

ン
グ
ー
ラ
イ
テ
イ
シ
グ.

Q

第H

の
#
合
、
即
ち
余
融
業
者
が
發
行
高
の'全
部
を
買
取
る
際
の
シ
ン
ボ
ケ'1

.

テ
イ
ン
グ
の
方 

法
に
就
い
て
見
る
ラ.'-

先
次
輒
人
銀
行
家"(T

 

#
贫
は
數
名)

^;
歡
人
ぢ
の
間
にT

装&

期
日(

痰
ば
數
囘
ぬ
分i

で)¥
1

定
金
額
％
支
拂
ふ
約
束5

證 

滎
取
る
封
縦

^
'
.

髮

契

約
6
#件
;̂
は
法
人
が
資
金
を
必
要
と
す
る
事
情0
如
何
に
ょ
つ
亡
、、
種.々
異
.る
讓
項
を
含
む
で- 

あ
ら
：ぅ
。
：
例
へ.ば
或
會
社
(0
資
產
を
貿
收
す
各
爲
めf e

新
會
社
が
創
立
さ.れ
る

擦

な

：
場

合

.に
は

、

：

そ

の
^

!社
^

株

式

の

貿

取

契

約

書 

に
は
大
體
次
ぬ
如
き
條
項
を
含
む
で.あ
'ら
ラ
.:
°:
.
:こ

^̂
^̂
^̂

V
(一

 > :

.其
余
馳
業
考
汾
證
餐
取
價
格
ゼ
公
衆-
の
擁
供
擅
格
：.

(

敏
.行
が
契
約
衝
赁
*
で
市
場
へ
出
ず
場
合
は
、.そ
(0
增
加
額
^

.1

部
を
#
社

が

取

得

ず

；
る

)

、(

^)

联
引
0
:完
了
並
榷
證
翁
代
金
支
拂
：の
時
期、
$

買
入
の
選
擇
權
o;ption

を
金
融
業
者
に
赋
與
、

：(

四)

買
取
證
券
の
精
細
な
記
述';(

五
：}

金
融
業
箸
指
定
の
法
律
事
務
所
を
し
て
、
證
券
，
 

發
行
に
..要
す
る
：

1:

切

：の
：
書

類

：の

.酿

製

、
':c

象

タ

リ

；
チ
ー
•
ス

カ

イ

法

委

員

の

寒

求

に

，
從

务

に

，
必

悪

な

L

切
事
項
を
會
社
が
行
ふ
契
約、
：
'
. 

(

七)

證
券
が
株
式
取
引.所
に

：
上

場

さ

れ

ル

^
す
芩
に
當
タ
て
、：>會
社
が
そ
0
:出

置

#
込
#

校 

ふ
豪
つ
^
公
買
收
會
颳
^
資
漳
及
馨
益
圮
關
ず
^
記
述
れ
數
年
來
め
貸
借&
霸
ぃ
損
溢
奪
の
囊
^
ハ
丸
レ
乎
會
社
め
^

オ 

親
#;
社
を
犧
牲
に
供
氕
る
が
如
き
と
：と
於
爲̂;
し
め
ざ
，る
規
約
、.

(

十
0
金
融
業
者
.の
作
製
し
：た
會
社
ぬ
狀_
を
記
載
：せ
る
書
面
に
、
會 

社
0
役
員
^
.
1人
に
_
名

连

：せ
：
：
务

約

定

(

1

最
は
證
綠
|
^
:の
彘
紫
に
_
用
^
冬)

，(

 ̂

)

會
社
.の
：帳
簿
を
年
|
。间
會
訐
士
に
監
森

.ア

.ン
：.ダ
 

ー.ヲイ
ニ
ア'イ
V
グ
'
.
?シ
'ン
ネ
'̂
.
.
.
四
...
五
.：：.

Q
lJU
c
H
v
.
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l
關

露

^

卩

1

窘

|

馨

|

霧

題

|

|

|

|

 

|

|

|そ
れ
|

_

 

^

1

^

:

_

|

靈

行

f

8

_

l
着

.

Q:

素

S

I

露

羞

囊

，

讓

I

れ
f
 

I

I
者

へ

支

給

を
|

し
i

ま

I ； 
一
 

_

の

舨

馨

^

翁1

1

今

s

ナ
ネ
つ
て
I

格
の
|

少

な

：
い

場

合

に

は

、
■
貢

取

グ

ル

，

ブ

p
i
s
e

 

g

i

f
 

r
e 

I
c
a
t
e

と
8

義)

、
銀

行

グ

ル

丨 

フ
-

5 L
a

n
k

l

 syndicate. 

4
同

意

蒙

び

販
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；
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M

ト
は
何
れ
も
新
證
券
の
發
行
以
外
の
場
合
に
も
組
織
さ
れ
る
。
併
し
妓
セ
間
題
と
し
て
匿
る
の
は
、
新
設
券
の
發
行
の
ア
ン
ダ
？
ラ
イ
テ
ン
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に
關
聯
し
た
シ
ン
デ
ケ
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ト
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あ
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。
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先
づ
之
等
の
シ
シ
デ
ケ
ー
ト
に
就
や
て
略
述
す
る
。
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A)

、.買
取
グ
ル
.丨
プ

會
社
と
證
券
買
取.契
約
を
締
結
す
る
銀
行
家
は
多
ぐ
の
場
合
、—.
方
有
力
な
同
業
者
の
援
助.を
求
め
て
之
と
協
力
し
て
、
自
分
達
の 

外
に
.信
用9

確
實
贪
小
數
の
金
融
業
者
を
加
へ
て
買
取
グ
ル
ー
ブ
を
組
織
す
る
。
そ
し
て
此
グ
ル
ー
ブ
が
彼
等
と
契
約
し
て
、
彼
等
が 

會
社
に
支
拂
ふ
價
格
ょ
り
少
し
高
價
で.證
券
の
：總
額
を.買
取
る
。
.
.

.前
述
の
如
く
會
社
と
の
最
初
の
契
約
者
た
る
銀
行
家
及
び
そ
の
協
同
者
の
.行
爲
が
.純
粹
の
ブ
シ
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
證
券
の
配
給 

の
引
受
で
あ
る
と
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
ダ
ル1ブ
は
全
く
ア
ン
ダ
丨ラ
イ

テ
ィ

ン
グ
•シ
ン
、チ
ケ
ー
ト
に
外
な
ら
ぬ0
そ
の
證
券
が
最
後 

の
投
資
家
の
手
に
入
る.に
は
、
更
，に.種
々
の
.サ
.ブ

，
ア
シ
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン

V

に
相
當
す
る
組
.織
及
び
各
種
の
配
給
機
關
を
通
ず
'る
の 

で
あ
る
。
從
つ
て
未
だ
こ
の
グ
ル
ー
ブ
の
過
程
杧
於
て
は
單
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
止
ま
り
、
而
か
も
通
常
は
危
險
が
殆
ん
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な
く
て
利
益
を
收
め
得
る
の
で“
各
參
加
者
の
引
受
額
は
マ
ネ
ジT 
V
に
：依
つ
て
任
章
に
決
定
さ
れ
る0(

後
に
な
0
て
此
參
加
者
達
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販
寶
グ
ル
ー
ブ
に
加
は0.
て
相
當
額
の
.割
宛
を
受
け
る
樣
な#
默
の
了
解
が
、あ.̂:
と
し
て
.も
、''
:
-そ
れ
ば
叉
別
個
の
事
柄
で
あ
る0
此 

場
合
に
於
け
る
買
取グ
ル

ー
。フ'

は
危
險
分
散
の
第.一
の
過
程
で
あ
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併
し
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し
高
價
で
そ
の
實
任
額
を
他
の
グ
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寶
付
け
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で
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グ
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ー
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;
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1
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ィ
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な
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な
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す
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範
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.
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參
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.
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來

た
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初
I

ジ
ァ
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受
け
た
危
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分

橡

楼

■

け

翁

つ
て
、
〃
之
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グ
T
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は

議
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,販
寶
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っ
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つ
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。
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冒
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券
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.
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な
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す
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實
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襲
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す
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翁
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融
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又
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翁
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近
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ヶ
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蓮
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衍

會
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ン
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丨
ラ
ィ
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馨

售

家

灌

麵

約

中

き
 

S

ベ
た
が
い
そ.，

の
..

必

囊

額

を

藥
S

る
ま
で
に
ま■

券
^
 ̂

そ
の
支
拂
の
爲
め
に
マ
ネ
ジ
ァ 

.

a
は
、
，

C.1

■#
參
I

に

ま

震

机

ぬ

す

る
.各
1

1
顧
の
|

又
は
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彥
 

虔

■

て

絮

る

と
i

要
求
ず
：る_

隹

礙

_
§
^

ラ
セ
ァ
ン
グ

•

シ
ン
.チ^
丨
ト
或
は
販
實
シ
ン
デ
ヶ
1
ト
の
契
f

老

含

ま

れ

て

意
■

本
て
.參
加
者
に
、
引
渡
さ
れ
養
券
は
、 

マ
ネ
シ
-
ヵ

蜃

璧

際

尨

取

戾

す::
i
い
ふ
滌
件
附
で、

^

、
读

借

入

金

裏

す

や

ま

な
_

券
$

保

黎

潔
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.菜
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丨
ト
で
は
，
櫓
保
に
差
入
の
證
券 

又
無
限
發
シ
ン
ジ
ケ
丨
ト
で

は

闲

孑

は
^
ン

爹

i 

>をn第
<
:#
A
さ〕

れ
て
シ
，

ン
. ：

.デ
：ケ
ー
:ト
に
於
け
：る
各
自
の'分
擔
高
に
比
例
し
：て
各
參
加
者
が
負4*
す
る
0
节

も
針
灌
刺
汛
、
ン
或
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歲

_

、へ

雙
f
 
f
支
*

■

る

署

_

加
嚴
を
雄
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シ
^
デ
ゲ
|
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^

に̂
ぞ
の
».
券
の
.憤
格
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-椎
持
す
を
爲
办
に̂

戚
3|
許

莫T
r
a
d
i
n
g

^
。
。
。
自

ホ
^
規
楚
を
設
け
て
-̂
^
ソ
# 

ケ
1
>-
0'
:」

存
續
中
-
:

(

.市
場
：0
:狀
況
ぬ
應
匕
て
、
そ
の'證
券
の
^
1
#
^
. 

%

價
.格
(0
.低
落

を

防

ぐ

手

段

，
お

採

る

？
：
多

<'
'
.の
.投
资
家
及
び 

加
入
者
は
'
_篆
が
超
過
ず
る
^
の
.と
考
へ
て
、
直
ぐ
に
寶
却
し
で.早
い
ど
こ
ろ
利
潤
ト
得
や
ぅ
と
し
て
應
慕
し
た
り
、
又
證
淥
販
齊
業 

奢
中
に
.ば
;-
>
:
:
国
&
の

販

鹫

し

：
得

ぎ

以

办

に

#

證̂
讓
0
.
#各
を
し
街
和
め
ば
ザ&
開
市
場
ぬ
賣
ひ
に
出
さ
ね
ば&

&ぬ
：.樣

な

匕

と

が

あ
：： 

る
'0
%:
の
爲
め
艇
質
を
開
始
す
る
：や

否

痛

券

が

1: ；

舣

.市

場

ぬ

出

る

°̂
.
-斯

私

石

樣

合
，
：
：$

引

；&
羿

を

利

用:1
,て
1
;最

の

範

圍

內

一
-例

：
：へ

ば

發

行

總

額

の

1

©

^
—

-
に
钤
て
^
藤
價
格
證
杏
れ
以
上
の
市
憤
を
維
持
す
る

爲
办
'に
^
の
..取 

f
 行 

4ネ
ミ)

'
$ 

.

.
^
:
.
,
:
,
.
:
v
.
.
. 

.

.
'

，-
へ

.■

,
,ハ
證
券
I

f
格

以

下

；
で

公

開

市

場

に

賣

：

0
:に
出
3-
れ
、
:'
.
-そ
の
：爲
め
淺
ヴ
の
證
券
：を
撮
初(0
'
提
供
價
格
で
處
分
ず
各
の
め
困
難
と
な 

る
欉
で
^
れ
ば
-:
>
>ネ
ジ
> 

1
:
は
^:
摄

で

之

；
を

實

琛

セ

-0
.去
れ
が
社
債
な
れ
ぱ«'
が
免
寶
£
し
た
が
、.底
ぐ
(€
知
：&

る
か
ら
-
販
賣
シ 

ン
デ
だ
彳
ト
；1

1

は
販
»
グ
"ル
：1
ブ
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而
©.
條
項
^
從
：つ
：で>
ぞ

<0
:
團
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;
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値
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；
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负
則
取
ら
せ
る
ヒ
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出
來
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0
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は
そ
0
代
0.
;
に
、.む

^
と
永
久
的
な
投
资
家
を
賴
客
と
し
て
居
る
參
加
者
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通
じ
て
寰
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と
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出
來
る::
0
:1«
:
場
合
に
ば
、“前
0
舨
窻
容
に
也
賢
戾^
社
债
.；に
對
ホ
を
手
數
料
を
支
拂
吹
な̂

$株
式
の〖

場
合
に
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斯
か
を
賣
知
る
事
は
株
式
讓
渡
毫
帳

^
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^
以
外
にS

闹
難
で
あ
る
於
、
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々
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時
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マ
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は
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は
か
酞
廣
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同
欉
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に
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茗
か
或
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數
料
を
減
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り
出
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時
に
ば
、
そ
8

券
I

l

l

s
眞

起
さ
'

せ
I

爲
：|

マ
ネ 

1

1

:は
公

衆

べ

，
の
：
提

供

價

格

以

上

を

以

て

市

場

で

震

す
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と
も
ぁ
I

I

此

雰
_
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し
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_

り
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數
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た
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梦
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蘭
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忑
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潤
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'
加
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引
計
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賣
f

證
券
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人
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し
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引
取
ら
ね
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な
..ら
ぬ
。
そ
れ
故
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計
算
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分

I

の
シ
ン
デ
ケ
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戈
不
可
分
計
算
S

る
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寶
グ
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丨
プ
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着

條

項
は

,：：

販
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券
販
議
者
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衆
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供
價
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s

l

s

l

f
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事
セ
^
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勿
論
市
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安
く
賣
出
さ
れI

合
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ネ
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丨
I

き
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ベ
S

戾

絮

規

涅

從
つ
て
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栽
は
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に
そ
の
違
犯
者
を
將
來
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券
發
行
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又
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し
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寶
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賫
出
す
證
券
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^
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安
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購
入
奢
か
ら
受
取
ること
に
同
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て
實
際
上
引
下
げ
る
こ
と
が
あ

.る
®
 

之
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.泛
|
呢
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衰
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0
ま
：
恕

質

戾

0
規
定
の
適
用
さ̂
ぬ
様
拆
：
質
手
が
：必-0
ず

；
ー

定

期

間

市

場

.：に
出

さ

，
ぬ

士

>

ふ

約

朿

の

下 

に
1

:

提

供

働

格

谈

下

で

寶

却
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各

樣

釔

事

即

尧

I
&
v
e
s
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f
e芨

：
的
旧
ロ
&

ー̂

ネ
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ふ

こ

と

も
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は

れ

名

ー
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に
麋
殘
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券
.
_換
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%
'̂
受
取
っ
た
證
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に

安

く

寶

出
.し
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：
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^
に
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違

犯
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：
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に
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ネ

蛘̂
丨
は
そ
^
代
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約
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乍
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呔
證
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販
議
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券
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約
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約

を
結
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兑
|

0
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:
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通
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併

し

集

金
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裏
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券
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會
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る
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バ
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ハ
ヴ
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拘
ら
ず
、
引
續
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^
る
權
限
.を
«
與
さ
れ
て
罟
る
と
沄
へ 

i

而
も
：

«

:は
、
'鸷
大
な
^

^

|
意
啟
き
限
り
、_

何
&
る
^

^
 

>.

广
バ
；.ー'
:;
:
'
.

へ'
ゾ̂
 

' 

' 
'

.

. 

- 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

•ぐ
ニ'

.

.

.

.

:

'

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

• 

-

. 

' •

.

.

.

.

 .

一)

發
行
.
f昏

對

，1>
そ
、
經
濟
、
技
衡
及
び
法
灌
ー
0
各
方
商
か
ら
め
調
齊
、

(

二) 

—
卵y

對
11
>で
い
證
券
か.
$形
式

並

に

馨

：可
ぎ
財
政
計
_
ぬ
難
い
て
め
勸
吿
、;-
ー©
看
社
^
め
契
約
書
の
起
草
並
に
そ
の
締
結
、 

參
办
赛
の
選
擇
、
•ベ5
シ
”
奚

ダ

ト
^
'^
び
：グ
；ル
，
1¥

《

友
市
價
の

.

持

t

a

i簿
办
記
載
ノ(

九

#

■
請
^

^
借
人
金
の
：交
渉
、$

)

賣

殘

り

，
證

券

の

.分

配

、
.

(

十

一)

利

益
.の
.
分

配 

或

は
^

<■

の

韵

鄉

等

シ

：
ン
デ

-̂
1
卜

及^

ル̂

ト

プ̂
^
^
;る
^
劫

の

仕

事

；
で
?>
"從
^'
て
’'>
シ

デ
_ケ
，
丨'ト
或

ゆ

グ

.
ル

ー

ブ
‘
の

成 

荀

と

失

敗̂
ば
.

r

に
t
不V.

で
1
办

義

ぎ

峁

做

虼
^
石
1
筹

'る
<
:
|
.
.
;
,

::

^
 

0 '

O;ersienbe

<i3;
h'op ，

e
i
.
r
‘

.p.. 

W
T
O
O
^
O
S
^
O
a

^
i
n
s
c
e

.̂
s-
3w-)

：p
'
i
?
l
.

fs
j
'
.
v 
ネ
ジ.
r
1©-
任

務

の

詳

辄

に

就

.

い
，て
'は
.
.
.

Burtche?op ，.cit. ，
pp. ..414-41

COV.

參
照
，.
.
.
.
.
：
. 

.
”
.
：■

斯

か

る

往.務
の

途

：
行

に

對

し

て

：
マ

.ネ
ジ
ァ
ィ
は
次
の
如
く
各
方
面
か
ら
報
酬
を
收
め
る
0C

1
)

會
社
へ
支
拂
つ
た
證
券
代
金
と
：買
取

グ
ル
i
ブ
.に
寶
却
i.
l
>
.
た
代
金
の
.差
額
、.或
^;
純

粹

の

ア

ン

ダ

ー

：
ラ
ィ
一

K.

ィ

シ

グ•
シ
ン
ヂ
，ケ.
iト
.の
時
は
旣
發
證
券
の
所
有
者
の
買
取

つ
た
證
券
額
に
：對
し
て
の
一
定
割
合
の
手
敗
料
並
に
ア
ン
ダ
ー

一

フ
ィ
タ
1
が
引
取
を
要
求
さ
れ
，た
證
券
額
に.對
し
て
與
へ
ら
れ
る
更
に

大
な
：る
割
合
の
手
數
料
。

0
1
)

買
取
グ
.ル
，1
ブ
、
銀
行
グ
ル
ー
ブ
、販
寶
今
ン
ヂ
ケ
ー

ト

、

同
グ

ル

.

丨
ブ
、
等
そ
れ
ぞ
れ
の
參
加
者
と
し

て

、

各
グ
ル
广
ブ
及
び
シ
シ
デ
ケ
ー
ト
か
ら
受
け
る
利
益
の
分
前
ノ
ろ
邑
そ
の
發
衍
が
優
先
株
な
る
場
合
に
，
マ
ネ
ジ

ァ

ー
は
會
社
と
の
契

約
當
初
0
銀
行
家
と
し
て
，
同
社
め
多
數
の
普
通#
を
自
a

0
ni
*
箅
で
取
得
す
る
權
利
を
興.へ.ら
れ
：る
こ
と
也
あ
る
。
：§

マ
ネ
ジ
ァ

1
は」

宠
期
間
內
:>
所
定
'の
價

格

で

、

更

：に

-
層
多
ぐ
の
1證
券
を
購
入
.す
る
選
擇
權
を
與
へ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
§

。
ツ

:'■
各

シ
ン
^
グ
1-
:
K:
CD
:
.
:
主
な
る
參
加
'象S

金
融
業
者
.で
.あ
が
於
V
:販
寶
ジ
シ
デ
^
1
ト

及

び

同

グ

ル

ー

ブ

：，に 

つ
..て居
る

。

叉1個
人

，.の
：欠
投
：資

恭

或

は

：時

'に
は

も

，の
.證

券

だ

發

符

す

る

會

社

.そ
の
他
ね
州
で
は
、.保
齡
會
社
は
法
律
ヒ
嵌
タ
て
、
：：斯
：か
る
圑
體
べ
(0
參
加
を
禁
ぜ
.ら
^
て
居
る
。
加
盟
銀
行
も
亦
ム
九
三
三
年
の
銀 

杼
倐
例
虼
侬
つ
：：.て、
ぞ
.の
授
资
金
融
業
務
に
非
常«.
制

腿

を

加

べ

.
ら

れ

た

事

は

旣

に

丨
參
食
考
の
實
任
に
就
い
て#
各
シ
シ
デ
‘ヶ

ー£

關
聯
し
..て：火
體
^
べ

為

が

”
攀

に

茲

で

槪

括

的

忙

略

 

純

粹

：
の

ア

ゾ

ダ

•
.
.
ア
..
ン
ダ
 

1.
.
ラ̂'
.デ
イ.ン
.、グ.
’.
^
シ
_ン
-̂
ケ
.
1
.
デ
.イ
ン
'.グ

 

..Iv-ui.

e
i ノ 

.

一)



ア

ン

タ

ラ

イ

テ

イ

m

イ

ン

グ

：
 

0
 

C
H八
！I
V

丨

ラ

イ

ぞ

ィ

ン

グ

•：
シ
シf

丨

ト2
.
參

馨

ゆ'
S
.
證
I

金

のS

の

應
.

1

1
ぬ
。(

3
 
.
1切
I

I

檐

寒

署

名

名

麥I

m

l

ぶ

f

t

の
I

f

し

產

解

散

.

” 

ン
.チ
す
ト
の
手
持
8

を

引
f

_

を

負4
。'

之

遍

い

ゼ

の

有

限

と

猶

の

塞

に

_

し

て

も

廣
 

質
取
グ
ル
丨
ブ
が
銀I

'
丨
プ
l

g

^

又

释

グ

す

ブ

：|

寶
シ
シ
ヂ
：ケ
I

.
全
部
賣
却
し
た
時
は
銀
行
グ.ル
.，
ブ
の
參
加
I

し
て
'の

霞

が
消

滅

す

る

。

併

し

馨

..チ
r
 

'の
■代
り
に
販
實
グ
ル.
1
々
か
組
織
さ
れ
るU

銀
符
グ
ル
丨K.

の
.參
加
窟
の
塞
は
大
體
前
記
の
純
粹
の
ア
ン
ダ
！
ラ
 

イ
テ
シ
グ
，
シ.シ
J

1
ト
S

加
者
の
I

.

s

l

9

:

t

ブ
加
入
1

主

な

る

塞

は

提

供

慎

格

で

賣

出

心

て

；
そ

の

.
代

金

を

支

拂

I

で

ぁ

i

f

 

:ン

.

ノ 

註 

H
o
a
g
l
a
n
d
l
o
p
,

 

a
t
, 

p.. 1
7
P. 

f

 

l
g
_
_
p
p
.

 

,
 p. 

4
2
5
'

 B
u
f

 
1

.c
i
t
.
'
?

 1
4
2
0
.

參
照

。

參
S

I

刹
に
就
い
て
s

に
、
自
己
重
加
高
の
全
部I

部
を
他
の
何
人
の
同
意
も
得I

、
他
の
個
人
或
は
投̂
 

I

1

S

利
I

常
與
'へ

，

ら

れ

海

る

？
I

I

g

權

霧

 

じ
て
行
ふ
市
價
8

s

f

g
し
：て
：f

 

は
I
.
ま
で
i

い
。
畜

參

加

者

は
I

f

丨
に
依
$

係

に

就

い

て

は

、
，
各

種

.の
契
約
書
は
ノ
之
が
パ
シ
ト
チ
一
シ
ッ
ブ̂
浪
做
さ
る
可
ら
ず
と
规
定
し
て
居
る
®
、
：
，

，

.註 w
u
r
o
h
e
t
t
l
o
p
.

 

c
i
rp. 

4
21. 

•

-.
 

-•
 

•
 

.
 

.

 

.
 

■
 
.
 

•

 

•
 
•.
 

•

 

••
 
..
 

•
 

.
 

•

•

然
ら
ば
參
_
考
の
利
.濶
如
何
と
{2\
ふ
に
、
そ
の
參
加
す
る
各
々
の
シ
ン
デ
ケ
ー
ト
及
び
グ
ル
丫
ブ
に
就
い
て
說
明
す
る
の
が
便
使
で

あ
る
。
最
初
の
契
約
に
銀
行
家
と
共
に
携
は
つ
た
人
々
の
利
澗
は
、
質
取
グ
ル
ー
ブ
へ
の
證
券
賣
渡
し
代
金
か
ら
會
社
.へ
の
支
拂
额
と
彼

-
-
-
•

 

•

 

• * 

•

 

:

等

の

，
負

擔

す

べ

含

费

用

及

按

除

し

.た
殘

額

で.あ
る
Q
.マ
.
ネ

ジ

グ

ー

は

シ

ン

ヂ

ケ

ー

ト

の

；
諸

费

用

を

各

グ

ル

ー

プ

及

、
び

ク

ン

.

.
デ

ケ

ー

ト

に

,

.
■:
.
.
.
.
.
.へ.
.

.

.

;

■
:■
■ 

. 

.

.

.

. 

.
.
.

.

.

.

.

 
.

■
.

■
. 

■
•
.

.

..■
■■
.
:
, 

.

.

.

:

.;

. 

■ 

':'
■

.

1'
,
'
.
..!
. 

,

.ぐ」

'
r
-
.

; 

:::

. 
- 

•

出
来
る
だ
け
公
平
に■

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
まf

の
魅
は
此
I

に
對
し
て
.有

练
 

取
グ
J

プ
並
に
.、
餐

シ

ン

，

に
對
す
る
各
參
加
者
の
利
害
關
係
に
比
例
し
て
分
た
れ
る
0
販
寶
シ
ン
デ
ケ
ー
ト
の
負
擔
は(

.1
)

證
券
代
金
：支
拂
額
、(

ニ)

シ
ン
デ
ケ
ー 

ト
费
の
分
擔
額
、(

三)

取
引
許
算
に
表
は
れ
た
損
失
、(

四)

販
寶
高
に
應
じ
て
加
入
#

に
支
拂
ふ
手
數
料
で
あ
る
。
そ
の
利
益
は(

一)

寶 

上
額(

1

每

哩

读

名

德

f

が
I

镇

る

。崔

窗

が

此

，シ

ン

デ

ヶ

て

分

配

さ

, 

:

.

..

..

.
 

-;

 

.

.

.

.

"!
.
.

 
V

 

.....
 

.

.

-

れ
る
。
販
寶
グ
‘ルー
ブ
の
加
入
者
の
利®
の
'利
潤
は
各
1
の
證
券
賣
ト一

高
に
對
す
る
序
數
料
中
か
ら,%
の
费
用
を
腔
除
し
た
額
で
あ
る
。 

M
し
て
各
シ
ン
デ
ケ
ー
ト
の
利
潤
は
取.引Q

性
質
、
羞
行
證
券
の
多
少
、
：證
券
：
..の
品
等
、
：.當
時
，.の
%
祝
そ
の
.他
.に
'依
つ
て
大
體
決
す

-

,

.

 

'
 

r
 

’ン 

'

 ,

ン
.■
'

」

：

..-

V
.

'-'..
.

'
■
■;

*' '

一
 

'

へ.
，'
 

'
 

■
■ 

.,-
;

-■
:

*
.

• 

- 
.

■
. 

.

.

.

る
と
ま
へ
る
。
T
メ 
J
力
.の
過
去
の
：狀
態.を
顧
み
る
圮
、'ー

八

九

七

华

か

ら

一

九

一

年

頃

，ま

で

.の
産
業
合
同
の
時
代
に
は
、
こ
の
合 

.同
の
大
規
模
な
ケ
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
シ
グ
は
そ
の
多
べ
が
、
非
常
な
利
益
を
收
め
た

P 

.個
人
鈒
行
家
、
，金
融
業
翁
、
霞

會

社

、
信
託

.

.

 

-

 

•

 f

 

V 

-

 .

 

-

 

■

 ■

 •

 
•

 •

 

,

 •

 
•

 

- 

-
.
:

■

 

.

 

■

 -

 

■ 

V
V

 

•

 

■

 
•

 
-

 

•••
-'.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

會
社
は
盛
^
證
券
.の
割
宛
を
欲
し
た
。
併
し

1:

九
Q
J
年
の
初
め
か
ち4

、
：

ニ
，
年

間

は

此

種

：
の

.殆
ん

ど

凡

て

の

：
ア

シ

ダ

ー

ラ

-

r

テ

ィ

：
ン

,
.
.
.
. 

'

.

.

.

.
 

.

.

. 

- 

.

. 

.、
 

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
イ
ン
：グ
シ
ン
デ
'ケ
丨
テ
イ
ン
グ 

，
六
五

(

三
八
三)



:

|

!
フ
イ._ア
イ
！
 

- 

I
 

i

s

.
:

:

の
參
ヵ

樓
_

_

つ
：来

，

叉

大

戰

.

.の

奸

署

；
反_

0 

'一.九
.一一
三
年
以
後
太

I

1

1

H

I

f
な
刹
f

收
■

併

し

■

_

十

月

以

前

た
。

T不
ジ
V
丨

舊

■
者
i

沈
I

f
 

ぅ
I

じ
て
.
1

1
券
S

そ
の
I

は
：益

々
增
大
し 

灰
0
そ

し

て

結

局

清

算は
、

そ
の
I

■
前
年
來9

.

利

益

以

上

海

た

_

着

 

め

て

組

織

の

改

資

す

ー

裏

請

な

け

れ

ば

：破
塵
す
る
外
な
き
に
至
っ
た

f
:

.

¥ 

426-427. Dewinglcp. cit, pp. §
6
1
7
，

.

^

1

-

.

^

 

へ
 

y
1
r
‘

「

へ
”
：
：

■:
,

.

.

新
s

發
; g
の
ク
ン
ダ
i
フ
イ
テ
ィ
ン
.グ
及
び
そ
れ
に
關
し
そ
の
シ
ン
ジ
ケ
丨
テ

ィ

ン
グ
が
發
行
會
社
及
び
投
資
金
讓
者
に

と
つ 

.て
栩
め
て
適
切
な
手
段
で
ぁ
る
事
は
霸
を

f

ぬ
が
； 

確
實

な
證
多
の
發
行
ヵ
圓
滑
に
行
衮
名
な
ら
ば
、
之
は
投
資
家
に
と
り
、
又
社
會
全
般

'に
i
;つ
て
：
極

め

，
て

有

用

な

紐

戟

で

ぁ

る

と

,

U
 

ば

な

ら

ぬ

。

' 

:

:

厂
：.
■

マ
-
;.
:

、

.'.

.

光

0:
.
'
.發
行
會
社
は
之
を
利
用
す̂

.

ご
と

.

に
依

.

0
.

て
、

(
一

、
，
翁

.
f

 

j

シ
r

力
.

ら
發
行
に
適
す
る
證
券
、
發
行
額
、
發
行
條
件
等
に

.

就
き
有
益
な
助
言
を
受
け
る
。(

ニ)

會
設
の
建 

碧

は
S

のS

が
I

な
く
遂
行
さ
れ
る
、
蓋
し
そ

S

I

が
I

寶
れ

I

つ
た
時
に
も
、
必
要
に
應
じ
て
、
或
は
鑫

上

0
:
困
«
に
侗
等
遭
遇
す
る
こ
；と
為
く
、
所
要
额
を
求
め
得
.る
'か
0>
-で
あ
；：る
0
’
0ーー

)

シ
>
デ

ケ

ー

トがTrading 

>
0
0
0
1
を
利
用
し 

て
#
社
の
.證
券
價
格
を
維
持
せ.ん
：と
す
る
こ
と
が
、
會
社
の
信
用
を
維
持
す̂
こ
' と
に
な
る
o 

.
又
單
に
.そ
の
證
券
が
ァ
ン
ダ
ー
ラ
イ
ト 

さ
れ
た
^
い
：ふ
事
實
'が
:-
>
公
衆
へ
に
對
す
：る

#
社
の
猶
謂
の
增
大
杧
も
役
立
づ
こ
と
：に
な
る.°(

四)

ァX

ダ
ー
.ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
關
聯
し 

て
;#
社
と
金if

業
者
と
の
.間
に
成
立
ナ
る
密
接
な
關
係
に
依
つ
て
、
不
況
そ
の
他
の
場
合
に
一
時
的
融
通
を
受
け
る
便
宜
を
得
る
。 

(

五)

販
寶
シ
'
V
;ヂ
ケ

：
丨
1'
或

は

ー

ブ

の

利

用

は

> 
證
券
の
配
給
地
f
 

響
を
免
.れ
：̂

:̂
.と
.が
']
1
4來
^
。
':
.
''.
'
.
.
ミ
 ̂

V
.
:

.シ
ク
¥
歹
：：1
.ト
侧
と
.ル
て
は
::
'
'
:
そ
の
_
的

は

：之

：
に

伴

ふ

刹

：
潤

め

狻

.#
ヤ
あ
る
0:钾 

て

社#
:に
供
給
さ
れ
る
證
淥
の
植' 

類

、
：
性

質

：：
の
：
決

定

に

有

カ

な

發

言

.權

を

待

ち

、
；
：
旦

：
つ

發

行

後

：
に

於

て

：
も

、

\注
々
：
；
會

酞
0
營
«.
^
1
^
1
し
、
‘
之
祀
干
涉
を
加
べ
る
權
限
を 

持
つ
事
：

が
；.

あ
：る
：'1
0
吏
に
社
會
に
：$
沴
て
.は
ご
：こ
：0
金
融
業
者
|
:協
同
は
識
^
^

見
，.る
が

如

：
含

事

を

防

止

す

る

め

み

で

、
な

く

;'
時

，
に.は

こ
<0
協

カ

：
に

依

ら

ね

ぼ

發

疗

不

可

に
铸4

、

ま

た

は

：
そ
0
發
行
費
を
輕
減
す
る.,
°
ァ

y
f
.
ラ
彳
夕
？
が
發
行̂:
關
し
^
&
:ふ
掘
剷
な
る
調
菡
は
、
減
功

)

の
見
込
乏
し
き 

事

業

の

：
證

券

或

は

詐

欺

的

羅

め

發

#
を
：
防

业

す

る

：
杞

も

役

立

^
*
:あ
ら
3
:。
：.投
證
は
ま
た
之
杧
侬
つ
そ
：
.；*
そ
：の
‘購
入
證
翁
並
に
發
：
 

行
會
社
が
宠
分
調
拖
濟
な
る
保
證
士
、
目
論
見
書
所
載
：の
論
奮
全
沄
實
施
さ
：れ
得
名
保
證
艾
を
與
へ
ら
办
石
。

::
更
に
投
資
象
は
引- 

續
食
.マ
.ネ
ぞ
ァ
欠
が
會
母Q
M政
；靈

t
監
置
元
乂
れ
石
法
^
:本
墨
め
伴
A
場

蕾

潘

否

.

■ 

•
' 

■

- 

.

.
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併
し
乍
i
"方
で
'は
從
來
詐
欺
的
な
證
券
取
引
、
不
疋
な
證
券
業
者
.妻

扈

：|

や
て
：、
一'般
公
衆
は
l

te
し
て
多
大
ゥ
i

を 

受
け
る
.事
が
あ
つ
：た
0
:
1錄

I

業
界
_

ふ
欺
瞞
的
な
'
:7
ー1
テ
ビ
：ユ
レ0
 

fン
、.又
：は

不

舞

爲

の

：
續

發

が

授

資

蕾

非

常

藥

東

を

-«
へ
_

一

さ

れ

ば

斯

か

る

不

安

を

除

去

し 

:

そ

、
_

を
.间
復

す

るI
が
、：：：

產

業

資_

|

な

供

給f

要
^

律

は

•
.
各

州

で

異

I

甚
I

備

な
：i
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I

'
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I
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急

馨

あ
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九
1

年
の
有
價
證
券
條
例」

を 

沏
定
-
K
f

セ
."

，郵
便
.に
依
る
州
際
取
引
に
對
ナ
盖
締
以
外'に
：
は

、
：
詐

欺

的

證

券

の

：
發

臂

防

止

し

や

i
 

た
。 

:

f
此
新
條
例
s

a
て
、
：金
融
業
者
と
顧f

 

I
め
州
S

I

合

:

す
る
金
融
業
者
は
、
ヮグ
ン
：ト
ン
所
在
:(
0
:聯
邦
通
塵
員
會(

裝

例

め

濟

機

關
~
-
^

」

九

一

菌

年

の

'
有

慣 

て「

有
價
證
券
及
び
取
引
所
璧
會J
i
;に
代
，

る
-.-.-)

■
:

羹

1
攀

丨
及
び
.金
融
業
者
I

力
I

す
る
契
約
、
並
に
彼
等
が
行
ふ
發
行
會
社
に
對
す
る
財
產
の
寶
渡
し
等
に
關

し

て

觀

の

套

を

提

出
 

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

：
。

此

條

例

の

企

.
f
る
と(

こ

養

、
蒙

の

邊

■

い
て
、
_

錄
杧
之
等
を
公
表
さ
せ
る.の
1?
|>
る
；0
. 

' 

,
.
: 

-

:

,

丨

.

.

茲
で
J

の
：條
例Q

內
容
I

い
S

全
バ
觸
れ
'ぬ
が
、_ 

「

ア

ン

ダ

1
ラ

イ

タ

.

1
な
 

'る
言
葉
は
有
價
證
券
の.配
給
を
自
的
と
し
て
發
行
者
無I

れ
，
若

し

く

は

之

I
 

堂

着

：

に

參

ぞ

、
S

直
凝
間
接
應
f

有
す
名

者
を
■

す
る
：。
隹
ルそ

袞

の
手
數
料
を
超
え
ざ
る
程
度
で
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
ィ
タ
ー
又
は
證
^
業̂
者
か
ら
手
數
料
を
得
る
に
限
ら
れ
る
者
を
含
ま
な
い
。
茲
に
使
用 

さ
れ
た『

發
行
者』

な
る
言
葉
は
發
行
者
の
外
に
直
接
間
接
に
發
行
衮
に
依
つ
て
銃
制
さ
れ
、
又
は
發
行
考
を
銃
制
す
る
者
、
或
は
發
行 

者
と
直
接
間
接
に
共
通
の
統
制
を
受
け
る
者
を
含
む

」

と
の
定
義
を
下
し
、
そ
の
第
十
一
條
に
於
て
極
め
て
踅
大
な
義
務
を
課
し
て
居 

る
。更

に
ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
は「

一
九
三
四
年
有
價
證
券
取
引
所
條
例

」

及
び
同
年
の「

投
資
銀
行
家
公
正
競
爭
コ
ー
ド

」

等
を
制
定
し
て
、 

そ
の
中
に
於
て
何
れ
も
投
資
家
を
保
護
す
る
規
定
を
設
け
て
居
る
。
過
去
十
年
間
に
'
不
正
の
表
示
或
は
詐
欺
に
依
る
無
價
姐
の
證
券 

の
發
行
に
依
つ
て.米
國
の
公
衆
は
ニ
百
五
十
億
弗
の
損
失
を
蒙
つ
た
と
言
は
れ
て
居
る
の
で
、
投
資
家
の
有
價
證
赓
に
輯
す
る
信
賴
を

囘
復
し
て
、
靡
業
界
に
充
分
な
資
金
を
供
給
さ
せ
る
爲
め
に
は
是
非
共
投
資
家
の
保
謹
が
必
要
で
ぁ
る
。
.併
し
乍
ら

ま
た
、
現
今
新
資

■

 

; 

•

本
發
行
の
著
し
い
減
少
に
就
い
て
は
、
之
等
の
條Mが
投
資
銀
行
家
に
對
し
て
餘
り
重
大
な
實
任
を
負
は
せ
た
こ
と
が
そ
の
最
4
大
な 

る
原
因
の1

つ
で
あ
る
と
言
は
れ
て
居
る9
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